
震災の教訓 災害への備えを学ぼう

かほく防 記者 研修生募集

かほく防災記者が原稿を書き、見出しも考えた避
難訓練の記事‖2023年２月14日の河北新報朝刊
（ちょうかん）
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宮
城
県
の
中
学

対
象

●第１回 （仙台５月 日、

石巻６月４日）

事前に家族や自分 被災体

験、過
か

去
こ

に地元で起きた自然

災害を調べ、発表し合います。

災害の記
き

憶
おく

を家族と共有し、

今後の備えに生かすことが目

的です。

●第２回研修（仙台６月 日、

石巻７月２日）

東日本大震災の被災地を訪
ほう

問
もん

し、語り部から震災前の生

活、被害、復
ふっ

興
こう

の歩みを聞き、

原
げん

稿
こう

を書きます。

●夏の課題実践「防災・減
げん

災
さい

に挑戦」（７～８月）

「マイ持ち出し袋
ぶくろ

の作
さく

製
せい

」

「家の地震対策を実践」など

からテーマを一つ選び、夏休

みに家族と取り組んでくださ

い。成果や課題について原稿

も書きます。

●第３回研修（仙台９月 日、

石巻 月１日）

風水害への備えの一
いっ

環
かん

で、

家族の行動を時
じ

系
けい

列
れつ

で決めて

おく予定表「タイムライン」

を作ります。地
ち

域
いき

のハザード

マップで災害リスクを調べ、

避難 準
じゅん

備
び

、移
い

動
どう

開始のタイ

ミングなどを書き込み、完成

させます。

●秋の課題実践「私
わたし

が主役

の避難訓練」（ ～ 月）

自
じ

宅
たく

から最
も

寄
よ

りの避難先ま

で、家族と避難訓練をしても

らいます。行きは移動時間を

調べ、帰りは危
き

険
けん

箇
か

所
しょ

、災害

発生時に役立ちそうなもの、

場所などをチェックします。

●第４回研修（石巻 月 日、

仙台 日）

「私が主役の避難訓練」を

まとめた原稿を発表した後、

見出しの付け方など編
へん

集作業

を教わりながら一人一人
ひとり ひとり

「マ

イ防災新聞」を完成させます。

今
年

ら
石
巻
で
も
開
催

第
１
回
研
修
で
自
分
と
家
族
の
被
災
体
験
を
発
表
し
合
い
、
教
訓
を
共
有
し
た
‖
２
０
２
２
年
５
月

日
、
仙
台
市
青
葉

区
の
河
北
新
報
社

第
２
回
研
修
で
は
、
津
波
へ
の
警
告
（
け
い
こ
く

が
刻

き
ざ

ま
れ
た
石
碑
（
せ
き
ひ
）
か
ら
災
害

伝
承
の
大
切
さ
と
難

む
ず
か

し
さ
を
学
ん
だ
‖
２
０
２
２
年
６
月

日
、
宮
城
県
山
元
町
震
災
遺
構
（
い
こ
う
）
中
浜
小

ＱＲコードから登
録フォームにアク
セスできます

河
北
新
報
社
は
宮
城
県
内

の
中
学
生
を
対た

い

象
し
ょ
う

に
、
東

日
本
大
震
災
の
教
訓
や
災さ
い

害が
い

へ
の
備そ

な

え
を
学
ん
で
発
信
す

る

か
ほ
く
防
災
記
者

の
第

３
期
研け
ん

修
し
ゅ
う

生
を
募ぼ

集
し
ゅ
う

し
ま

す

従
じ
ゅ
う

来ら
い

の
仙
台
会
場
に
加

え
、
新
た
に
石
巻
会
場
を
設も

う

け
ま
す
。
研
修
を
通
し
、
災

害
の
伝で

ん

承
し
ょ
う

と
防
災
の
担に

な

い

手
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

研
修
は
日
曜
午
前
に
年
４

回
行
い
、
受じ

ゅ

講こ
う

は
無
料
。
会

場
と
実じ

っ

施し

日
は
、
仙
台
が
同

市
青
葉
区
五
橋
の
河
北
新
報

社
本
社
で
５
月

日
、
６
月

日
、
９
月

日
、

月

日
。
石
巻
が
同
市
千
石
町
の

河
北
新
報
社
石
巻
総
局
で
６

月
４
日
、
７
月
２
日
、

月

１
日
、

月

日
で
す
。
夏

と
秋
の
２
回
、
課
題
実じ
っ

践せ
ん

で

家
庭
の
備
え
に

挑
ち
ょ
う

戦せ
ん

し
て

も
ら
い
ま
す
。

研
修
会
の
様
子
は
、
河
北

新
報
の
紙
面
で

紹
し
ょ
う

介か
い

し
ま

す
。
研
修
生
に
は
家
族
と
一い
っ

緒し
ょ

に
災
害
対た

い

策さ
く

や
避ひ

難な
ん

訓
練

に
挑
戦
し
、
防
災
記
者
と
し

て
新
聞
記
事
を
書
き
ま
す
。

定
員
は
そ
れ
ぞ
れ

人
程て

い

度ど

。
応お

う

募ぼ

に
は
保ほ

護ご

者
の
同

意
が
必
要
で
す
。
応
募
多
数

の
場
合
は
志し

望ぼ
う

動
機
を
参
考

に
選
考
し
ま
す
。
研
修
生
は

河
北
新
報
社
の
記
事
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
無
料
で
使
用
で
き

ま
す
。
研
修
を
終
え
た
生
徒

に
は

修
し
ゅ
う

了
り
ょ
う

証
し
ょ
う

を
交
付
し

ま
す
。

河
北
新
報
オ
ン
ラ
イ
ン
ニ

ュ
ー
ス
の
登
録
フ
ォ
ー
ム
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込こ

め

ま
す
。
締し

め
切
り
は
５
月

日
。
連れ
ん

絡ら
く

先
は
河
北
新
報
社

防
災
・
教
育
室
０
２
２
（
２

１
１
）
１
５
９
１
。
メ
ー
ル

は
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